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今年も茨城県神栖市波崎海岸にて WAVE コンテストを開催することができました。 

このポイントはサーフポイントとして知られており、地元サーフショップさんのご理解・ご協力のもと開催され

ております。 

 

さて、ここ波崎は南風が強く吹くと、クロスオフショアでダウンザラインができる数少ない名スポット。 

波のパワーがしっかりあるので、サイズが小さくても風が弱くても、乗ってしまえば極上のライディングができ

てしまう。そんな場所。 

参加選手の言葉で印象的だったのは、「コンディションを求め、お金と時間をかけ海外に行くぐらいなら、3 時間

ぐらいで行ける波崎を狙った方がよっぽどいい」、そして「日本にもこんなに良いコンディションのゲレンデが

有るなんて、もっと早く知れてれば良かった」と。 

地元の方が大切に守りたい気持ちがよくわかるゲレンデで、そんな場所で大会を開催できることに感謝の気持ち

でいっぱいです。 

 

さてさて、今回は非常に良いコンディションの予報が出ており、選手も運営スタッフも期待値は MAX！ 

 

開会式を終え、先ずはビーチクリーン。 

参加者全員でゴミをしっかりと拾わせて頂きました。 

 

海岸を奇麗にして、ヒートスタート！  

 

波のサイズは腰～肩、しかし風が弱い。波を越えてアウトへ出れば波に乗ってライディングはできる。 

選手によってはアウトに出ることができず、カレントにハマってしまうことも。 

このカレントがアウトにもインサイドにもたどり着けない厄介なカレント。 

 

一度ヒートを中断し、早速レスキューの皆さんに活躍して頂くことに。 

 



 

しばらく風を待っても好転しそうにないため、乗れる自信のある方のみで、非公式のセッションとして行うこと

に決め試合を再開。 

殆どの選手が 5.台+ボリュームのあるボードをチョイス。 

やはりベテランの選手はうまい！ 

 

殆どストレートに近いオフショアで弱い風の中、ポジションをしっかりとキープ。 

波を選び、サイズと形の良い波をキャッチすることでスピードがのりエアーまで仕掛けることができる！ 

波崎のコンディションだからできるセッションでした。 

 

オープンクラス・グランドマスタークラス・スペシャルクラス・ウィメンズクラスの選手がセッションに参加い

ただき、夜のウェルカムパーティーで表彰しました。 

＊ウィメンズはチャレンジにとどまり順位が無いため表彰はありませんでした。 

スーパーセッション リザルト（非公式） 

～オープンクラス～  

【優勝】 安田文之 選手／パイレーツハーバー 

【2 位】 近藤知弥 選手／セブンシーズ 

 

～グランドマスタークラス～ 

【優勝】遠藤貴 選手／WINDS171 EZZYSAILS Garage580 Hen-line 

【２位】藤田英一 選手／AIR BORN 

【３位】糸永一正 選手／Leinz 

 

～スペシャルクラス～ 

【優勝】塚田みつる 選手／逗子ウイドサーフスクール 

【２位】秋元大 選手／シュガーケーン 

【３位】今井昌典／ファロススポーツ 



パーティーの場所は千葉科学大学に隣接する「マリーナ紀銚」という学生さんが多く利用する食堂＆カフェとい

った所。 

食事はボリュームたっぷりで最後余ってしまったら、持ち帰れるようにと、パックまで用意してくれるサービス

付き！ 

たっぷり食べ、しっかり飲み、普段は挨拶程度の方ともがっつり飲みニケーションでき、楽しい夜となりました。 

 

 

大会 2 日目 

 ８時ブリーフィング、９時ヒートスタートと言ったスケジュール。 

７時の時点で、波は腰・胸で風もしっかり吹いていてサイド～ややサイドオフ！！ 

完璧なコンディション。しかし、選手の姿が見えない。昨夜の宴が盛り上がりすぎたのか？ 

今大会のジャッジ、小林悠馬プロが来たのでコンディションのチェックも兼ねて乗って頂くことに。 

感想は、「めちゃくちゃ良いですよ！」と短時間でもかなり楽しめた様子。 

選手へのブリーフィングを行い予定時刻通りヒートスタート。 

選手のライディングを見ていると、コンディションの良さが伝わってくる！ 

良いポジションから良い波を捕まえた選手は軒並み高得点の出るライディングを披露してくれる。 

 

さて、今回の試合形式はラウンドロビンを採用。試合回数をこなさなければ順位が出にくい反面、参加者は必ず

複数回の試合に臨むことができるというメリットがある。 

試合は、グランドマスター・スペシャル・オープン・ウィメンズと行い、これをまた繰り返し行う予定。 

 

1 ラウンド目の途中、雨雲の到来とともに風がパタリと止んでしまう。 

 

ウェイティングが続き、選手も運営側もヤキモキするが 1 時間ほどで風が戻ってきてくれたので、ヒートを再開。 

オフショア方向へ風向きが変わり、風の強弱も激しく選手にはタフなコンディションとなってきた。 

それと同時に、プレーニングする選手も増え波を捕まえるポジションに移動しやすくなり、短時間で良い波を捕

まえられる選手が増えてきた。 

その中でも良い波を常に捕まえ、オフショアでボトムに降りにくい中、しっかりとボトムでターンを行い、より

鋭角にリップへ向かっていける選手に良い点数が付いていました。 

 

２ラウンド目、ウィメンズのヒート前半で風が落ちてしまい、ヒートキャンセル。 

その後ウェイティングするも風は戻って来ず。閉会式の時間などを考慮し 16：30 には終了とさせていただきま

した。 



各クラス入賞者 

 

ビギナークラス 

優勝 田口賢治 選手／シーガル 

 

 

ウィメンズクラス 

優勝 田阪愉香 選手／WINDS171 

2 位 吉岡翔子 選手／マイレサーフ/F-Wave 

 

 

オープンクラス 

1 位タイ 川上義和 選手／F-Wave 

1 位タイ 白樫正和 選手／WHITECAP/M.R.C 

1 位タイ 青木誠 選手／TedSurf 

1 位タイ 安田文之 選手／パイレーツハーバー 

 

 



グランドマスタークラス 

優勝 遠藤貴 選手／WINDS171/EZZYSAILS/Garage580/Hen-Line 

2 位タイ 森田恭太／ローカス鎌倉/(株)グローバルアイ 

2 位タイ 藤田英一／AIR BORN 

2 位タイ 川窪和雄／Leinz 

 

スペシャルクラス 

1 位タイ 市川聖士／マイレサーフ/F-Wave 

1 位タイ 今井昌典／ファロススポーツ 

1 位タイ 秋元大／シュガーケーン 

4 位 田阪祐司／WINDS171 

 

最終順位が出ないまま終了となってしまいましたが、選手のライディング写真や映像を残すことができ、ご参加

いただけた方からは「いい大会だったよ」「楽しかった」と言っていただき、大会主催者として非常に嬉しく、ま

た同じように開催できるよう頑張ろうと思えた大会となりました。 

 

ご参加いただいた選手の皆様、大会を盛り上げるべくご支援・ご協賛賜りました皆様・メーカー様、運営を快く

引き受けていただきました皆様、波崎の海をこよなく愛する皆様、大会開催に向け、海面利用を快く承諾いただ

いた地元の皆様、地元調整からパーティーの準備、選手権・大会会長と奮闘いただきました、Leinz 三浦様、誠

にありがとうございました。 



 

 

HASAKI WAVE CLASSIC 2023 ご協賛いただきましたメーカー各社 （順不同） 

 

スターボードジャパン(株)／STARBOARD/SEVERNE 

(株)マニューバーライン／GA SILS/TABOU/NEILPRYDE/JP AUSTRALIA/GOYA/AERON/DA KINE 

(有)シーサイドコミュニケーションズ／HOT SAILS MAUI/MAUI ULTRA FINS/BLACK PROJECT 

(株)On’s Company／RRD/ON’S WETSUIT 

パームステイト(株)／EZZY SAILS/K4 

(株)モビーディック／O’NEILL 

(有)THE BLUE／SIMMER STYLE/QUATRO 

 

大会動画 

https://www.youtube.com/watch?v=bk4tIrAbgEk 

 

「この活動は、スポーツくじの助成金を受けて行っています」 

スポーツ応援サイト GROWING 

https://www.toto-growing.com/ 

 

 

https://www.toto-growing.com/?fbclid=IwAR2nf3uAHkSNhi3yXihqqLUYRJ0k8P_3ORxvT2CzBPYkzTQExLEB14M8mnA

